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馬の目を描き入れる瞬間。あたりも静まり返ります

町
紋
は
将
棋
の
駒

に
馬
。
馬
口
労
町

と
は
旭
川
を
挟
ん

で
東
に
位
置
し
、

羽
州
街
道
筋
、
町

人
街
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

町
紋
に
は
日
の

丸
に
天
馬
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

竿
燈
へ
の
参
加

は
、
昭
和
三
十

二
年
か
ら
に
な

り
ま
す
。

(

旭
南
一
丁
目
・
三
丁
目)

(

楢
山
登
町)

(

旭
南
一
丁
目
・
二
丁
目)

秋
田
藩
の
時
代
、

馬
市
に
訪
れ
る

人
々
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
江

戸
中
期
か
ら
竿

燈
に
参
加
す
る

歴
史
あ
る
町
内

の
ひ
と
つ
で
す
。

川
尻
総
社
神
社
の
お
正
月

の
風
物
詩
、
境
内
に
飾
ら
れ

る
六
畳
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な

絵
馬
。
こ
れ
を
描
い
て
い
る
の

が
阿
部
坦
堂
さ
ん(

74
歳)

で

す
。
大
絵
馬
を
描
い
て
十
二

年
。
今
年
の
干
支
の
午う

ま

で
、
ち

ょ
う
ど
ひ
と
巡
り
し
ま
し
た
。

墨
と
絵
の
具
を
使
い
、
大

胆
か
つ
繊
細
に
描
か
れ
て
い

く
馬
二
頭
。
た
て
が
み
の
な

び
く
様
子
は
ハ
ス
の
葉
の
如

く
広
が
り
、
大
地
を
蹴
る
足

に
は
力
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

絵
が
委
縮
し
て
し
ま
う
の
で
、

下
書
き
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

秋
田
杉
で
作
ら
れ
た
絵
馬

と
向
き
合
う
こ
と
約
三
時
間
。

中
国
の
詩
人
、李
賀

り

が

の
詩
を
書

き
添
え
て
で
き
あ
が
り
。

今
年
の
絵
馬
も
、
み
ん
な

の
願
い
事
が
ウ
マ
く
か
な
う

よ
う
、
優
し
く
見
守
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

人馬一体
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